
韓国人新聞記者が迫った、南北の分断と対立の起源。

これが韓国現代史に横たわった悲劇の源泉だ——

【著者】吉 倫亨（キル・ユニョン）
2001 年「ハンギョレ」新聞に入社。社会部、国際部などを経て、2013 年 9月
から 3年半、東京特派員として勤務。帰国後、週刊誌「ハンギョレ 21」編集長
と「ハンギョレ」国際ニュースチーム長を務め、現在、統一外交チーム長。安倍
政権以降本格化した反動の流れの中で、日本軍「慰安婦」問題、日米同盟強化を
はじめとする安保政策の変化に関する多くの記事を執筆。

【訳者】吉永憲史（よしなが・けんじ）
国際情報修士。日本国際情報学会に所属し、北東アジア情勢や韓国の政軍関係を
研究。防衛省などで 30年以上にわたって情報活動の最前線で活動した経歴を活
かし、安全保障ジャーナリスト、セキュリティコンサルタントとしても活動中。

【11 月3 日発送開始】新刊のご案内
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分断と対立はなぜ引き起こされてしまったのか？
朝鮮半島が「悲劇の結末」を迎えるまでの 26日間。
1945年 8月15日、日本降伏の知らせを聞いた朝鮮人は、この地に統一
された独立国家を作るための建国プロジェクトを始めた。建国準備委員会
が結成される解放当日から米軍が京城（現在のソウル特別市）に進駐する
9月9日まで、朝鮮民族は外国の「直接介入」なしに自ら運命を決定する
ことができる貴重な機会を得た。本書はこの26日間の話と、そこ潜む韓
国現代史の起源を探るドキュメンタリーだ。（第1章「はじめに」より）
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